
川島小学校の今後についての地区別説明会

１ 開会（地元総代）

２ 町長、教育長あいさつ、副町長・職員自己紹介

３ 説明

（１）これまでの経過

（２）今後の進め方

４ 質疑応答

５ 本日のまとめと御礼（副町長）

６ 閉会（地元区長）

19時〜



川島小学校存続の３年間の挑戦

●町立小・中学校あり方検討委員会の提言（H29.9.26）

学級規模を概ね１０人とし、その後も
増加の見通しがたたない場合、関係校
の統廃合について検討を

川島小学校が該当し、今後議論の対象に

●町教育委員会の見解（H30.2.21）
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「川島小学校存続に向けての挑戦に
３年間取り組む」ことを表明

●辰野町総合教育会議
（H30.3.26）

②小学校存続前提に、地域社会の維持・活性化にむけて川島がまとまり取組が進む期待

【３年前】

【３年間挑戦した結果】

H30 H31・R1 R2 R3 備考（評価）

川島地区への移住
（移住促進策の利用で）

3世帯
11人

３世帯
４人

3世帯
４人

１世帯
2人

移住政策では一定の成果が得られた
空き家成約率も94.1％と町内第1位

児童数の推移
(川島以外から通学)

10名
(6名)

11名
(6名)

12名
(6名)

9名
(5名)

今後の児童数を増加傾向に転じる状況までに
至らなかった

背景）①川島を有力な地区に進めてきた移住政策と川島小を統合対象とすることへの矛盾を感じた



【児童・保護者】

川島小があるから移住

人間関係・不登校等
の悩みの解消のため
通学

小規模校の良さ・取
組を気に入り通学ずっと川島小に通わせたい

児童数の多い中で学ばせたい

小規模校に通わせたい

小規模校
川島小学校
の存続

川島地域
の活性化
移住定住

川島小存続に向けた
3年間の挑戦

他の小学校

【川島区の皆さん】

地域の存続・活性化のため
学校を残したい

将来のために学校の統廃合
もやむを得ないのでは

移住定住のため住宅確保を
＜他地域＞

学区外・区域外通学

学区外
・区域外通学

通学・参加協力

×

川島地域を気に入り移住
子どもが成長し川島小へ

参加
協力
応援

川島小存廃問題を取り巻くそれぞれの思い

【特認校制度で通学】
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どこでも起きうる

教育問題で解決策

もさまざま

＜共通の思い＞
川島の良さ、川島小の良さを認める
子どもたちの学びや育ち、未来を応援したい



人間関係・不登校
等の悩みの解消川島小学校

の今後

川島区の活性化
移住定住の推進

今後の進め方

川島小存続に向けた3年間の挑戦

 地域の課題として移住
政策を推進

 長野県移住モデル地区
川島区：学区統合でも
継続認定可（県）

新たな学びの場の検討

教育委員会と意見を合わせて終結
新しい段階へ

存続を断念せざるを得ない

 児童の気持ち・状況に
沿った配慮と適切な支援
が必要

 児童・保護者と話し合い
を進める中で具体的な内
容を議論・検討

例）
• 世代を超えた体験学習、
交流活動の場

• 公民館講座や生涯学習の
拠点

• 特定の目的の教室
• 放課後・休日に子どもが
集う場

 地域と一緒に検討
（継続のために地域主体の

検討が必須）

 町全体の教育課題
として議論・検討

保護者等の声を聞き
総合教育会議等通じ
教育委員会と町長が
一緒に検討地域とともに町長と教育

委員会が連携して検討

新たな課題として

町全体で継続→発展

教育問題として各家庭と
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(統合が決定しても実施には
２〜３年以上かかる)

川島小学校存廃問題


